
The Japanese Institute of Landscape Architecture

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　工nstltute 　of 　Landsoape 　Arohrteoture

技術報告編

屋上ビオ トー プにおける動植物モ ニ タリング調査と植生管理

Monitoring　of 　Animals 　and 　Plants　in　Biotope　at　Roof　for　Vegetation　Management

北川　明介
＊

八 色　宏 昌
＊

勝野　武彦
＊’
　 島田

藤崎健一郎
＊ ＊

　逸見　一 郎
＊ ＊ ＊ ＊

Ahrsuke　KITA 　GA　TVA’　Hiromas α YAJRO ’
　 Takehiko　KA 　TSUNO ”

Kenichiro　FUJISAKJ ’
　
’
　 Jchiro　HfENM7 “”

正文
＊＊＊

葉 山　嘉
一 ＊＊

Mas 〔珈 履 SHヱMADA ’＊＊
　 ｝石os 配んα 2μ HA 　Z4砿 4椰

1．はじめに

　近 年 の 急速な都市化 や、都市 の 高密度化 に よ り、緑地的

空 間が減少 して い る。そ の よ うな背景の も と、建築物上 に

緑 地 を創出す る 屋 上緑化 は、緑地 を確保 して 、ヒ ートア イ

ラ ン ド対策な どの 地 球 環境負荷 の 低減 に 貢献 で き る もの と

して注 目され て い る 。

　屋上 緑化 の なか で も 、 特 に 、 都市部 の 生 態系 の 回復や 、

エ コ ア ッ プ に 主 眼をお い た屋上 ビオ トープ は、都市部 の 自

然環境 の 保全や、人 と生 きもの の ふ れあい の 場 と して期待

され て い る。しか し、屋 上 ビオ ト
ー

プ にお い て、そ の 創 出

技 術や、生 き もの が生 育、生 息 す る空 間 と して評 価 を行 っ

た事例 が少なく、また、管理 に 関す る事例も少 な い
。

　 そ こ で、本報告 で は、屋 上 ビ オ トープ にお い て、植物、

鳥類、昆 虫類 を対象 にモ ニ タ リン グ調 査 を行 い 、そ の 結果

を報告す る と ともに 、生 き もの が生育、生 息す る空 間 と し

て屋上 ビ オ トープ の 評価を行い 、それ らを も とに し た植生

管理 の 取 り組 み を 紹 介す る。

2．事例調査 地

　事例調査地 は、JR川崎駅西 口 の 再開発地 区に 位置す る都

市基盤整備公 団が進 め た建替事業 の 団地 の ア
ーベ イ ン ビ オ

川 崎 （図一1）で あ る 。 当団 地 は、人 工 地 盤上 に生 き もの が生

育 ・生息 で き る 「屋 上 ビ オ トープ」 の 整 備 を進 め て、2001

年 10月に 1号棟2階人 τ二地 盤上 緑地 （以降1号2F．　RGと略記）（舗

装部 と 、 園 路部を 除 く面積が284．9  ）と集会所屋上 が竣工

し 、
2003 年 1月 に は 駐車揚 棟 2階人 工 地 盤 上 緑 地 が 竣 工 し

た。1号2F．　RGに は、建 替前 の 旧団 地 の 在来 種が優占す る草

地 に 在来低茎 草本 を補植 し た後 に 、そ の 基盤 ヒ壌 と と もに

草 地 を 移植 す る、本事業に お い て エ コ パ ッ ヂ ）と 呼す る工

法を 用 い て創 出 した 10   の 草地 が あ る 。

　植物と昆虫類の モ ニ タリン グ調査 は、エ コ パ ッ チ を含 む

1号2F，　RGを対象とし て 行 っ た。また、鳥類 の モ ニ タ リン グ

調 査 は、1号 2F，　RG と集会所 屋上 お よび、駐車揚棟2階人 工 地

盤 上緑 地 の 各調査 対象地域と、そ の 周辺 地域を対 象 と して

行 っ た。
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表
一1 誘致 目標種

剛　　　矼羽
熬 　工：　餌 ・欄 ：コ：　騾　　　　　　　  櫚

7マトシヲミ　　 　　　　 　　　　 　かタパミ　　　 　　　　 　　　　昌圏の信　　　 　ノシバ芟べ一スとした鞠 に工⊃バンチとレて力9パミをど植縦する

べニシリミ　 　　 　　 　 　　 　　 スイ’廻 　 　　 　　 　 　　 　　6勲 泥 扇地以 イパ猛 ど琶入h る　　　　h尸．」 广「1
t 弉 テヨウ マメ科 咀掏　 　　　　 　　　　 　 昼層の葩 ノシバ 蓉べ一ス こレてシロッメクサな と琶導 入する

ナミアワハ　　　　　　　　　　　　　 ミかン票　　　　　　　　　　　　琶禰 確 既仔木であるナツミηン、カラλザンシ9ウ を臆πゐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一．　ク叩ケ川　　　　　　ミカン駄カラスザンシ詞ウ腫ζ　　　ツツジ既の袙曚ピ▽マツツジなど野生のツツジ 
刀，Zアケハ　　　　　　　　　刀ラスツ ンシコワ なζ　　　　　　　ツ ツジ腰の花 發ご ヤマツ ヅジなど厨生 のツ ツジ  載

キアケハ セリ柵 固　 　　　　 　　　　 　 昌脳の花 水聰匚セリ、ク レソンを どを臨

闘 げ 電厚 スス爪イ皐科蟻巨　　　　　　　　昌罹の花 茸地属工卩パ，チとレてススキ、テ刀ヤ噛スズメノ刀夕匕ラほ己奪欟飽
，醐 ，匪 マダケ等　 　　 　　 　 　　 コ” 署の崗阪 マダケ 醐 コ抒 脚 脚 斜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．11．「一オンフ門ワ9　　　．．一一一
クピ判 丿ギス

　　　　　　　．1rr 一．冖
午 ク祠雑 師騒ζ　　 　　 　 　　 　　 　

一 ノシ片転門一ス匚　こ肘馳コワリ．’ナ馳オニ9ビ∋コ奪どをエコ戸ッチ⊆し駆ロ
イネ綱雑 目厭ζ　　　　 　　　　 　　　一 亨カヤ．ススメノカタ ビ5忽   と話襯 魅

ミツ知 Fコオ囗ギ　　　　　　　　　．　1輾 自陶　　　　　　　　　　　　　　一 蟹均国 嚠：す面E 臥 呂 舩 鋤 革 地をつくる

一 ヴワラ．エノキ餓　　 　 　　 　　 　 　一 サク多．エノギの楳をコくる
墜

霞 ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷂惟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘 ・鹹 齶囮

シリュワ カラ　　　 　　　　　 　　　　 　　　　晶虫・亭の罠　　　 　　　　 　　　　 　氷潜ぴ 酒す るにめ 叺 粗 琶   臥

ヤマ剛ラ 昆宝・本破 　　　 　　　　 　　　　 　ホ潜碗 す 毓 め叺棚 曁阻 する，
コゲ， 昆 虫　　　　　　　　　　　　　　　　圃挿を 霧竈 さ甘る事て、眄塾 婀 脂ζ恋 ゐ．

繋震」冨、島 田　　　　　　　　　　　　　縣 す面置のの，淋 （柳 パキ・ウメをど ｝を贐魁 写番卜メ リD　　　■冖、」キリバト 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．一家雌 ξ巴子，　　　　 　　　　 　　　 皀躍す面融めの、疎締珥魄を形畷サる．
ヒヨドリ 畷黙 冨、局虫　　 　　　　 　　　　　 隙 す 罍瓱 めの、突 の厭酥 ［ナンテン．カマス ミ厭ご階 彊斜す杢，

パ ッ チ は、歴 史 的 に み て、建替 前 の 団地 の 草地 で あ り、都

心 部 で 僅 か に残 され た貴 重 な 草地 で あ る。そ の た め、当 屋

上 ビ オ ト
ープ で は 、そ の 貴重な草地 そ の もの を保全 す る こ

とを 目標と して い る。

　 ま た、当屋 上 ビ オ トープは 市街化 が進 ん だ緑 地 が極 め て

少 な い 地 域 に位置す るた め、昆 虫類や 鳥類 は 、一一
般 的に都

市化 し た 地 区 に み られ る種群 を第
一t−t

段 階 の 目標種 と し て 設

定 し た （図
一2、表

一1）。

4，調査 方法

（1）植物

　 1号2F，　RG の 植物相調査と、植生調査、帰化植物
7｝の 生 育

状 況 調査 を行 っ た。

　植物相調査 の 期間 は、ア
ーペ イ ン ビ オ 川崎の 1号2F．　RGが

竣工 した2001年10月 か ら約6ヶ 月 後 の 翌 年2002年4月 ユ8 日か

ら2003年 10月 16日で あ り、各年 の 春季、夏季、秋季の 年 間

3回 の 調 査 を2年 間 行 っ た。調 査 は、エ コ パ ッ チ と、そ れ 以

外 の 1号2F．　RGに わ け て 行 い 、植栽 し た植物 を 除 い た植 物 を

対象 に 行 っ た。

　植生 調査は 2003 年の 植物相調 査 の 調査 日に あ わ せ て エ コ

パ
ッ チ で 行 っ た。

　 帰 化植 物 の 生 育状 況調 査 は、セ イ タ カ ア ワダチ ソ ウ、オ

オ ア レ チ ノ ギ ク 、
ヒ メム カ シ ヨ モ ギ を対象に2002年2月 か ら

10月 ま で の 各月 に、それ らの 出現、開花 、結実状況 を記 録

した。

　 ま た、2002年 と2003年 に 記録 し た種 を、エ コ パ ッ チ と、

そ れ 以 外 の 1号2F，RG に わ けて 帰化 植物 の 出現率 を算出 し

た。帰化 植物 の 出 現 率は 、記録種 の うち帰化 植物 の 種数 が

占め る割合を 百 分 率 で 算 出 した も の を用 い た 。

（2）鳥類

　 2001年 12月25 日 か ら2003年 10月 16日の 約 2年間に 、各月1

回 か ら 2回 の 頻度で 合計31回 の 定点観測調 査 を行 っ た。ま

た、駐車揚棟2階人 工 地盤 上 緑地が竣工 した 後の 2003 年 3月

］1目か らは、駐車場 棟2階 人工 地 盤 上 緑地 を調査 対 象 地域 に

加 え て 定点観 測 調 査 を 行 っ た
。

　定点 観測調査 は、1号棟7階通路で 行 い 、各調査 日のAM7 ：

00か らAM8 ：00の 問の 1時間 に出現 し た鳥類の 種名 と個体数を

記録 し た。

造 園技術報告集 3，2005

　 出 現 した 鳥類 の 種名 と個 体 数 は 、調 査 対 象地 域 内 の 1号

2F ，　RGお よび集会 場屋 上 と、駐 車 場棟2階人 工 地 盤 上 緑 地 に

わ け て 記録 した。ま た 、調 査 対象 地域 以外 の 周 辺 地 域で 出

現 した 鳥類 の 種名 と個体数 は調査対 象地 域 で 出現 し た もの

と別 に記 録 した 。

（3）昆虫類

　1号2ERG の 舗装部 と、園路部 を除 く面 積284，9   を 対象 と

して 、見 取 り調 査、叩 き網 調 査 、お よ び ス ィ
ーピ ン グ調 査

を行 い 、昆 虫類 を記録 した。

　また、調査 対象地 の 立 地 と昆虫類 の 生息状況 の 関係を把

握す るために、調査対象地 を草地環境 で あるエ コ パ ッ チを

含む ゾーン と、そ れ 以外 の ゾー
ン に 区分して、そ れ ぞれ の

ゾー
ン で 昆 虫類 を記録 し た。

　調 査は 、2002年8月 15 日か ら2004 年 7月27目ま で の 約2年間

の うち、11月 か ら2月 の 冬 季 を除 く期 間 に、合計 12回 の 調査

を行 っ た 。

5，調査結果

（1＞植物

　 1号 2F．　R（淦 体 で 、合計166種 を記録 した。そ の うち 、全 体

面 積の 3．5％を 占め る面 積 10  の エ コ パ ッ チ で 記録 し た 種

は、114種で あ り、面積284．9  の ユ号2F，　RG全体で 記 録 した

種 の 68．6％で あ っ た 。

　 エ コ パ ッ チ で 優 占す る種 は、ドク ダ ミ、ヘ ビイ チ ゴ で あ

り、全 て の 調査 日で確 認 され た 種 は、カ タバ ミ、ゲ ン ノ

シ ョ ウ コ 、ドク ダ ミ、トウバ ナ、ヘ ビ イ チ ゴ 、ヨ ツ バ ム グ

ラ、ヨ モ ギ な どの エ コ パ ッ チ ーT一法 に よっ て 導入 し た 種心 で

あっ た。こ の こ と か ら、エ コ パ ッ チ 工 法に よっ て導入 し た

種 の 多くが維持、保全 され て い る こ とが 明らか に な っ た。

　エ コ パ ッ チで2002 年 に記 録 した種 の 合計は91種 で あ り、

2003 年 に は そ の うち44種 が 消失 し、23種 が新た に 出 現 し て

合計70種 とな っ た。

　エ コ パ ッ チ の 2002年調 査 時 の 帰化 植物 の 出現 率 は 26。4％

で あ り、2003年 は 27．1％で あっ た。エ コ パ ッ チ 以 外の 1号

2F．　RGの 2002年調査時…の 帰化植物 の 出現率は29，8％で あ り、

2003年 は30．4％で あ っ た。こ の こ とか ら、エ コ パ ッ チ は、
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表
一22002 年の 帰 化 植物 の 出 現 お よ び生 育 の 状 況

種 名 対 象地 2月 絡 日 3月20日　 4月19 日 5月27 日　 6月20 日　 7月19日 8月28 日 9月26日 10月23 日

才オア レチノギク
エ コ パツチ ooO 　 I　 O0oOB ・F・FrOFr
2Fその 他 ooo 　lOF・F・ OF ・FrOF ・FrOF ・FrOFr

セイタカアワダチソウ
エ コ パ ッチ oooo ○

2Fそ の他 o 　　i　 o ooooo0Q

ヒメ厶 カシヨモギ
エ コ パツチ ooOFOF ・Fr
2Fその 他

1 o ○ OFr 　　 OF ・Fr

※ Bは蕾、Fは 開花、　 Frは 果実を示 す。

それ以外 の ユ号2ERG よ り帰化植物 の 出現率 が低 い こ とが 明

らか に な っ た 〔図
一3）。

　帰 化 植物 の 生育状 況調 査 の 結果 、オ オ ア レ チ ノ ギ クは、

エ コ パ ッ チ とそれ以外の ユ号2F．　RGで 3月か ら出現を記録 し

た。エ コ パ ッ チで は、開花、結実 を9月 に記録 し た。また、

それ 以 外 の 1号2F．　RGで は、6月 に 開花、結実を記 録 した 。

　セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウは 、エ コ パ ッ チ で 6月 か ら出現 し

た。また 、そ れ以外 の 1号2F。　RGで は 、2月か ら出現を記録 し

た。し か し、開花、結実 は全 域 で 記 録 され なか っ た 。

　 ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ は、エ コ パ ッ チ とそ れ 以外 の 1号 2F．　RG

で 7月か ら出現 を記録 した 。
エ コ パ ッ チ で は 、 9月に 開花 、

lO月 に 結実 を記録 した。また、それ以外 の 1号2F．　RGで は 開

花 を10A に、結実 を9月 に 記録 した （表
一2）。

（2）鳥 類

　調査 対象 地城 と周 辺 地 域で 2001 年12月25 日か ら2003年 10

月16日の 間に記録 し た鳥類 の 総種数 は、調査対象地域内の

人 工 地 盤 上 に 降 り立 っ た 11 種 を含めて 合計17種 で あ っ た

（表
一3）。

　誘致 目標種 の うち記録 し た種 は 、ヒ ヨ ド リ、キ ジバ ト、

シ ジ ュ ウカ ラ、メ ジ ロ で あ っ た。

　植栽 地 や 芝 生 ・屋 上 ・通 路 ・フ ェ ン ス な ど に 降 りて 休

息 ・採食行 動 な どを記録 した種 は 、 記 録個体の 多い 順 にハ

シ ブ トガ ラス、ヒ ヨ ドリ、メ ジ ロ で あ っ た 。

表一3 記録 鳥類 目録

目 料 權
如 02　

「广　一、
2003

．　2002
．一

セoo3 奪
一…

2b 睫 年
．

2D α3辱．
べ嚠丿鬼ン 目．＿ウ科一．．一 カワ堂 oq 一
タカ 目 タカ科 トビ o o

一 一ハヤ ブサ 科　　一． ハヤ ツサ SP　．一」一 一 O 一一．一 一
モド2貝 　 一カモ〆科　　一． ユリカ冊メ　　　　　ー一．． 皇

ハト目 ハト斜 カ ワ ラバ ト｛ドバ ト｝

一．
　 oo

一．
　 　 o

．．
　 o6

．
o

キジバ ト oooQo．一 ．尸「」 一． 一 ．一 一
λズ メ 目 ツパ 〆桝 ツ バ メ oooo

セキレイ科

ヒヨドリ萪

ハケセ キ レイ

1ヒ ヨドリ

oooooQoQ000

ツグε科 ジ 耳ウビタキ oooooo

ツ グ 黥 o o o

シジュウカ ラ科 シ ジュウ カ 5Oooooo

メジロ科 メ ジロ oQoooo
アトリ騨 カワラヒワ oo00

ハ タオ 1丿ドリ胤 ス ズ メ oooooo
ムケドリ科 厶 クドリ ooQ0

カ ラス ハシブト　
ー
ス oQoooo

　経 年 的 な 鳥類 の 生 息状 況 を把 握 す るた め に、1号 2F．　RG の

2001 年 12月 250 か ら2002年 10月 3 日ま で に行 っ た合 計 17回 の

調査 を2002年 の 調査 と し て 、そ の 後の 2eo2aill月 12目か ら

2003年 10月 16日まで に行 っ た合計 14回 の 調 査を2003年調査

と して 比 較 した。

　その 結果、1号2F．　RG の 2002 年調査で は、1号2F，　RG の 地上

に降 り立 っ た8種を含 め て合計13種記 録 した。また、2003 年

調査 で は1号 2F。　RGの 地 上 に 降 り立 っ た9種 を含 め て 合計 17種

記録 した。記録 し た鳥類 は、2003年調査で は2002年調査 よ

り4種 多か っ た。

　2003 年調 査 で 1号2F．　RGに 降 り立 っ た 種 で 、2002 年調査 に

記録 されなか っ た種は、ツ グ ミ とバ クセ キ レ イ で あっ た。
一

方、2003年 に記録 され なか っ た種 は キ ジバ トで あっ た。

　また、2003年3月 11目か ら調 査対 象地域に追加 した駐車場

棟2階人工 地 盤 上緑地 で は 、2003年 10月 16日 まで の 合計8回

の 調査 で 、そ こ に 降 り立 っ た 種 を、ヒ ヨ ド リ、メ ジ ロ 、カ

ワ ラ ビ ワ、ス ズ メ 、ハ シ ブ トガ ラ ス の 5種記 録 し た
。 同時期

に 1号 2F．　RG で記 録 した種 は 、
ヒ ヨ ド リ、 ツ グ ミ、

ス ズ メ 、

ハ シ ブ トガ ラス の 4種 で あ り、 種数に 大 き な違い は み られ な

か っ た （表
一4）。

表
一42003 年 3月 11日以 降に て号 2F．　RGと駐 車場棟人 工 地 盤 上

　　 緑 地 に 降 り立 っ た 鳥類の 目録

目 科 種 1号棟 駐車場 棟

ス ズメ目 ヒヨドリ科　　　　　　．ヒヨドリ 0 0
ツグミ科 ツグミ O
メジ ロ科 メジロ o
ア トリ科 カワ ラヒワ 0
ハ タオリド1丿科 スズ メ o o
カ
ー

ス 科 ハ シブトガ ラス O O

（3）昆 虫類

　2年間 の 調 査 の 結果、合計65種の 昆虫類 を記録 し た。そ の

うち、チ ョ ウ 目は、ア オ ス ジ ア ゲハ 、ク ロ ア ゲハ
、 ヤ マ ト

シ ジ ミな ど合計 13種記録 した。ま た、トン ボ 目は、ノ シ メ

トン ボ 、 ア キ ア カ ネ、ナ ツ ア カ ネ の 3種 を記 録 した 。

　誘致 目標種 の うち記録 した 種 は、ア オ ス ジ ア ゲハ 、ヤ マ

トシ ジ ミ、ナ ミア グハ 、ク ロ ァゲノ＼ オ ン ブバ ッ タで あっ

た。

　 ま た、1号 2F ，　RG の うちエ コ パ ッ チ を含む 面 積 24 ，6 ％ の

ゾーン で 、 全域で記 録 され た 総種数65種 の うち66．1％ の 43

種 が 記 録 され た 。 記 録 され た 種 の 多 く は 、
コ カ マ キ リ、

チ ョ ウセ ン カ マ キ リ、オ ン ブ バ ッ タ、ツ ヅ レ サ セ コ オ ロ ギ

な ど の 草地を選好す る種 で あり、エ コ パ ッ チ は草地環境を

好 む 昆 虫 類 の 良好 な 生 息環 境 と して保 持 され て い る こ とが

明 らか に な っ た。

　 また、エ コ パ ッ チ 以外 で は、ア ベ リア な どの 吸蜜植物 の

周辺 で ア オ ス ジア ゲハ 、ナ ミア ゲハ 、ク ロ ア ゲハ などの 昆

虫類 が観察 され た。

6．調査結果に もと つ く、植生管理 手法 の 検討

　調 査 の 結果、エ コ パ ッ チ で は、目標 とす る 地 域 に み られ
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る在来 種 か らな る 草地 植生 が維持 され て お り、昆 虫類 も他

の 植栽 地 に 比 べ て 多 く生 息 し て い る こ とが 明 らか に な っ

た。

　当屋上 ビ オ トープ は建替前 に存在 して い た在来種の 低茎

草本 を保 全す る こ と を 目標 と して い る 。 2002年 の エ コ パ
ッ

チ の 植 生管理 は、建 替前 に存在 し て い た 在来種の 低茎 草本

を保 全 して、大 型 の 侵 略 的 な帰 化植 物 を排 除 す る こ とが 必

要 で あ る と考 え られ た こ とか ら、管理 で 高 さの 目安 とな り

やすい 膝 の 高さ50cm 程 に草丈を維持す る草刈 と除草を年

間 2 回行 っ た （図
一4）。

　2002 年 にエ コ パ ッ チ で行 っ た植 生 管理 の 結果 、ドクダ ミ

やゲン ノ シ ョ ウ コ な ど の エ コ パ ッ チ 工 法 に よ っ て 導入 した

種o が維 持、保全 され た た め （写真
一1）、竣工 後2年 目の 2003

年 も継続 して 同様 の 方 法 を用 い た 植生管理 を実 施 し た 。

　 また、竣工 後1年目の 2002 年 に 全 域で オ オ ア レ チ ノ ギ クな

どの 帰化植物が 多く確認 された こ とか ら、2003年 の 団地内

緑 の 管理 で は、2002 年 の 調 査 で 明 らか に なっ た帰化 植物 の

開花、結実時期 を も と に、除草適 期 を抽 出 し、管理 計画 を

作成 した。除 草適 期 は、オ オ ア レ チ ノ ギ クの 開花 、結 実 が

記録され た 6月 中旬 と、ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギの 開花、結実が 記

録 され た9月 下 旬で あ る と判 断 した （表
一5）。

一一一 一一一一 一 一 一 一

図
一4 エ コ パ ッ チ の 管理 概念 図

黷蠹躡糶
　　　　　　 写真

一1 エ コ パ ッ チ の 現状

表一52002 年 の 帰 化植 物 の 生 育 状 況 か らみ た 除 草適 期

種 屑 暫 象 地 2月 1昭 1明 湘 明 【明 5月 27口　 6月20目　 7月19日 8月 跳 日　 8月 邪 日　 田 月 23口

オ オ ア レチ ノギ ウ

工司パッチ　　　．．−
2Fその 聾

　 　 　 　 　 o．．．．
　 　 　 　 　 oq

．一．
oQ

　 　　 　 　　 　　 　 　O．一一． 　 O　 　 　　 　　 　 　　OFr　　　　　　　　　．一．
OF ・Fr　 　 　 　 　 　 OFrO　 　　 　 　　 　　 OF ・Froo

　 　 　 　 　 　 　 　 o
セ イタカア ワ ゲチソ

　エコバッチ．一．一一．
　 2F その他

．−
o 　　 　　 o

　．
o

　　　　　　　．一．．．
o　　　　　　　　o

．一一．一 一．广
　 o　　　　　　　　o

ヒ≠厶 力シ ヨモギ
　　　　、＝ユバツチ
ZF その 曲

1 ．一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o．一． 一．．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　 O　 　 　　 　　 　 　 OF・Fr．．．． 一一
　 〇 　 　 　 　 　 　 　 〇 F・Fr

※ Bは 蕾、Fぱ開花、　 Frは 果実を示 す 。

※ 灰 色 の 時 期 は除 草 適 期 を示 す 。

7．今 後の 課 題

　現在 ま で除 草、草 刈 に よっ て 草丈 を膝丈 に近 い 50cmほ ど

の 高さに 維 持 す る 管理 を年間2回行い 、目標 とす る状態が 保

造園技術報告集 3，2005

持 され て い る が、帰化植物 の 割 合 が全 域 で 増え て い る こ と

か ら、今後 も 同様 な管理 手 法 を用い て 目標 とす る 草地 植 生

を 維 持で き る か 評価 を行 う必 要 が あ る。長期間に お よ ぶ モ

ニ タ リン グ調査 に よ り、在来種 か らなる多種多様な草地植

生 を 維 持 す るた め の 問題 点 や 、当地 区 で ビ オ トープ と して

用 い た エ コ パ ッ チ など の 工 法およ び、管理 手法 の 妥当性 の

検 証 を行 うこ とが 可 能 とな る。ま た、屋 上 ビオ ト
ープ に お

い て 経 年 的 に帰 化 植物 の 生 育 状況 を把 握 す る こ とは、それ

らの 情報が 少ない なか で、今後、在来種 か らなる 草地植 生

を創 出 ・保全 して い く た め の 基礎的情報 となる と考えられ

る。

謝辞

　本 報告書の 調査 お よび管理 計 画 は 、 都市基盤 整備 公 団神

奈川地 域支社 よ り委託 された 川崎大宮 団地 （建 替）動 植物 調

査業務その 1、2、3委託 に よる もの で ある。本稿 の 掲載をご

承 諾頂い た 都市再生機構神奈川地域支社 に厚 く御礼申 し 上

げま す。

引用 ・参考文献

1） 小 木 曽裕 ・平井 勝
・北川 明介 ・逸 見

一
郎 （2000＞ ：川 崎

　 大 宮団 地 建替事業に お け る都市 の 森構 想 と屋 上 ビ オ トー

　 プ につ い て ； 造園学会関東支部大 会　第 18号，45−46

2）北川 明介 ・小 木曽裕 ・島田潤 ・勝野 武彦
・
山本紀久 ・

逸

　 見
一一一
郎 （2001） ：都市の 新規居 住空間 に お け る 緑 化 実践

　 の プ ロ セ ス ：造園学会関東支部大会　第 19号，47−48

3）小木曽裕 ・島田潤 ・北川明介 ・山本紀久 ・逸見
一

郎

　 （2002） ：都市 再 生 （団 地建替）に伴 う人 工 地盤で の ビ

　 オ トープ の 創 出 ： 造 園学会 大 会生 態工 学パ ネ ル 発表

4）小 木 曽裕 ・島 田 潤 ・北川 明介 ・山本紀 久 ・逸見
・一郎

　 （2003） ：都市 再生 事業 （団地建 替〉 に 伴 う人 工 地 盤 で

　 の ビ オ トープ の 創 出 ： 造園 技術報告集 No2
，
58−61

5）都市基盤整備公 団神 奈川 地 域支社 （2002）： アーベ イ ン ビ

　 オ 川崎動植物調査業務 そ の 1報告書

6）都市基盤整備公 団神 奈川 地域支社（2003）： アーベ イ ン ビ

　 オ 川 崎動 植 物 調 査 業務 そ の 2報 告 書

7）清水 建 美編 （2003）： 日本の 帰化植物 ： 平凡 社

名　　称 ：川崎大 宮団 地 （建 替）造園 工 事

所 在 地 ： 神奈川 県 川 崎市幸区26−3他

発　　注 ： 都市基盤整備公 団 （現在、都市再生機 構 ）

設 計企画 ： 都市基盤 整備公 団 （現在、都市再 生 機構）

基 本
・
実施 設計 ：  グ ラ ッ ク

設 計協力 ：   地 域環 境 計 画 ・  愛植物設 計事務 所

動 植物調査 ：  グラ ッ ク ・日本 大 学生物資源 科学部 ・日本

　　　　　　大 学短 期 大 学 部

施 　　工 ： 相 武 造 園土 木株 式会 社
・エ ヌ ピー総合 開発株 式

　 　 　 　 　会 社

施 工 管理 ：   横浜コンサ丿けイングセンタ
ー・（有）緑苑企 画

施工 期間 ： 平成 13年 5月〜平 成 15年1月

　 　 　 　 　 　 　 　 　 29
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


